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イ
ル
ス
や
細
菌
か
ら
体
を
守

る
働
き
を
し
て
い
る
血
液
中

の
リ
ン
バ
球
が 、
が
ん
化
す

る
病
気
で
す 。
血
液
が
ん
の

中
で
最
も
患
者
数
が
多
く 、

罹

璽＇
は
増
加
傾
向
(
2
0

1
5
年
の

統計
調
査
で
は
年

間
10
万
人
に
対
し
約
20
人）

で 、
特
に
60
歳
を
超
え
る
と

年
齢
が
上
が
る
と
と
も
に
増

加
し
ま
す 。

が
ん
細
胞
の
形
や
性
質
に

よ
り
い
く
つ
か
の
種
類
に
分

類
さ
れ
ま
す
が 、
大
き
く
は

ホ
ジ
キ
ン
リ
ン
パ
腫
と
非
ホ

ジ
キ
ン
リ
ン
パ
踵
の
二
つ
に

分
類
さ
れ
ま
す 。
日
本
人
の

吐き気や脱毛の副作用

症
状
抑
え
る
支
持
療
法
を
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82
歳
の
男
性
で
す 。
首
の
し
こ
り
の
検
査
で
悪
性
リ
ン
パ
腫
（
び
ま
ん
性
大
細
胞

型
B
細
胞
リ
ン
パ
朧）
と
診
断
さ
れ 、
抗
が
ん
剤
治
療
を
勧
め
ら
れ
ま
し
た 。
こ
れ

ま
で 、
大
病
も
な
く
元
気
で
し
た
が 、
高
齢
の
た
め
副
作
用
が
心
配
で
す 。
治
療
を
受
け
た
方
が
い

い
の
で
す
か 。

場
合 、
非
ホ
ジ
キ
ン
リ
ン
パ

腫
が
①
％
以
上
を
占
め 、
中

で
も 、
び
ま
ん
性
大
細
胞
型

B
細
胞
リ
ン
パ
肺
は
非
ホ
ジ

キ
ン
リ
ン
パ
腫
の
30
S

40
%

を
占
め 、
最
も
発
生
頻
度
が

高
い
で
す 。

症
状
は 、
首 、
脇
の
下、

足
の
付
け
根
の
リ
ン
バ
節
が

腫
れ
る
こ
と
が
多
く 、
痛
み

が
な
い
の
が
特
徴
で
す 。
リ

ン
バ
節
を
切
除
し 、
病
理
検

査
で
診
断
が
確
定
し
ま
す 。

そ
の
後 、
全
身
の
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
ー

断
層
撮
影
装
闘
(
C

T)
検
査
や
陽
電
子
放
射
断

層
撮
影
(
P
E
T)
検
査
で

病
気
の
広
が
り
を
調
べ 、
全

身
状
態
（
体
力 、
既
往
症 、

がん何でもクイズ
胸部X線検査で発見できな

いものはどれでしょう。

CD肺がん②肺結核③胃潰

瘍

行こうよ！がん検診

治
療
中
の
病
気
な
ど）
を
考

慮
し
た
上
で
治
療
方
針
を
決

め
ま
す 。

び
ま
ん
性
大
細
胞
型
B
細

胞
リ
ン
バ
踵
の
標
準
治
療

は 、
B
細
胞
性
の
リ
ン
パ
腫

の
目
印
に
な
る
抗
原
C
D
20

を
標
的
に
し
た
抗
体
医
薬
で

は
一

）
前
ら
ま

問
夕
2

午
か
時
。

日
半
5
へ

4
 

質
ン

64

る
セ
）

平
時
後
）

34
(

8
午
で
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す

策

一
年
顧

あ
る
リ
ッ
キ
シ
マ
プ
と
3
種

類
の
抗
が
ん
剤
（
シ
ク
ロ
ホ

ス
フ
ァ
ミ
ド 、
ド
キ
ソ
ル
ビ

シ
ン 、
ビ
ン
ク
リ
ス
チ
ン）

と
ス
テ
ロ
イ
ド

薬
（
プ
レ
ド

ニ
ゾ
ロ
ン）
を
合
わ
せ
た
R

|
C
H
o
p
（
ア
ー

ル

チ

ョ
ッ

プ）
療
法
で
す 。

副
作
用
に
ア
レ
ル
ギ
ー

反

応
や
吐
き
気 、
食
欲
不
振 、

骨
髄
抑
制
に
よ
る
血
球
成
分

の
減
少 、
便
秘 、
手
足
の
し

び
れ 、
脱
毛 、
心
機
能
障
害

な
ど
が
あ
り
ま
す 。
治
療
を

安
全
に
行
う
た
め
に
は 、
吐

き
気
止
め
や
好
中
球
減
少
期

の
感
染
症
予
防
の
た
め
の
G

t
s
F
製
剤
の
使
用
な
ど

副
作
用
を
抑
え
る
た
め
の
支

持
療
法
が
非
常
に
重
要
で

す 。び
ま
ん
性
大
細
胞
型
B
細

胞
リ
ン
バ
腫
は 、
抗
が
ん
剤

の
感
受
性
が
高
く 、
治
療
が

奏
功
す
れ
ば
治
癒
が
期
待
で

き
る
疾
患
で
す 。
80
歳
を
超

え
て
い
て
も 、
全
身
状
態
に

見
合
っ

た
抗
か
ん
剤
の
投
与

や
適
切
な
支
持
療
法
を
行
う

こ
と
に
よ
り
治
療
を
受
け
る

の
は
可
能
で
す 。
主
治
医
と

相
談
し 、
ベ
ス
ト
な
治
療
法

を
選
択
し
て
く
だ
さ
い 。

（
第
4
土
曜
掲
載）
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